


風水害リスクシナリオは、台風や豪雨による大規模な災害発生時に想定される被害や状況等を時系列でまとめた
ものです。災害時のリスクを適切に理解し、事前に取るべき行動や備えをしておくことで、自らの命を守りましょう。
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想定し得る最大規模の風水害リスクシナリオ想定し得る最大規模の風水害リスクシナリオ

あなたの身にせまる

危機的な状況を できていますか？

風水害時
イメージ

1週間後

発災

1日前

3日前
本市では、これまでに伊勢湾台風や東海豪雨といった大規模な災害を経験しており、災害は決して他人事ではありま
せん。自宅や避難場所だけでなく、職場や学校など様々な場面の災害リスクを理解することが大切です。

浸水の長期化
伊勢湾台風では、海抜ゼロメート
ル地帯を中心に市域の広範囲が浸
水し、市域の排水完了までに約２か
月を要し
ました。

市内全域で様々な危険性があります！

洪水による浸水の状況や広がり方を確認しよう！ ハザードマップで災害リスクを確認しよう！

昭和34(1959)年 伊勢湾台風
浸水約１か月後（港区）

水害と風害の危険性
高潮等による浸水と風による被害
が重なると、建物の上階へ避難して
も屋根等が壊れ、安全を確保できな
くなる可能性があります。

昭和34(1959)年 伊勢湾台風（港区）

洪水と内水氾濫による浸水
洪水の危険性が高まっている場
合、洪水よりも先に内水氾濫が発生
する可能性があります。また、河川
堤防が決壊すると、河川から近い地
域では急激に浸水し、河川から遠い
地域では遅れて浸水が始まります。

洪水は、河川堤防が決壊する地点によって浸水区域や浸水開始
時間が異なります。「浸
水ナビ（国土交通省）」
で、様々な破堤点から
浸水が広がる様子を確
認してみましょう。

「なごやハザードマップ防災ガイドブック」で、
自宅等の危険性を確認
し、指定緊急避難場所
や安全な避難路も確認
しておきましょう。

丘陵地に鉄砲水
昭和58年の台風がもたらした突
発的な集中豪雨では、名東区の丘陵
地で、道路にあふれた水が鉄砲水と
なって坂道を下り、下校中の子供が
犠牲になりました。

出典：下坪交差点付近
（昭和58年9月29日　朝日新聞）

地下施設への浸水
地下街や地下室、地下鉄等は、地上が浸水

すると一気に水が流れ込み、階段は上れず、
水圧で扉も開かなくなるおそれがあります。
そのため、避難指示等が出たらすぐに地上
へ避難しましょう。

土砂災害の危険性
市東部の各地で土砂災害が想定さ

れています。過去には市内で斜面崩
壊が発生し、犠牲者も出ています。

様々な地域でライフラインが停止
ライフラインの供給施設等が被災

した場合、その供給地域等の全体に
影響が及びます。そのため、浸水し
ない地域でもライフラインが停止す
る可能性があります。

突風による災害
突風は豪雨の際にも発生し、積乱雲に伴う
上昇気流によって発生する「竜巻」や積乱雲
から冷たい空気が強く吹き降り、強烈な風を
吹き出して広がる「ダウンバースト」などが
あります。 
昭和5 4年には
天白区で竜巻が発
生し、死者１名、負
傷者５名の被害が
出ています。

昭和54（1979）年9月4日
名古屋市で発生した竜巻（気象庁）

市域のハザード分布（区別)

浸水が広がる様子（庄内川）浸水ナビ 名古屋市　ハザードマップ

決壊後に時間差で
浸水する可能性！

決壊していなくても
川から水があふれ、
浸水する可能性！

浸水ナビ なごやハザードマップ防災ガイドブック
リスクシナリオと
併せて活用！

※洪水、内水氾濫は全区が該当

風水害時の様々なリスク風水害時の様々なリスク

甚大な被害により被害状況把握が難航し、救助・救出や応急復旧、被災者支援等が円滑に進まず長期化するおそれ

雨・風・河川の状況など 気象情報／防災情報 名古屋市など
雨の降り方 風の吹き方 ▼早期注意情報（警報級の可能性）

▼台風予報発表（５日間予報）
▼気象庁による緊急会見（特別警報級の
台風）

▼気象台・地方整備局・運輸局による合
同記者会見（特別警報級の台風）

▼警報や注意報に先立つ注意の喚起
▼気象注意報発表（大雨、雷、波浪、洪水等）

▼気象情報や防災情報の収集

▼災害警戒本部
▼市民に必要な情報
を随時発信

▼不要不急の外出抑制の呼びかけ
▼災害対策本部
▼災害救助地区本部（地域の対応拠点）

▼水門・陸閘等の閉鎖や積み土のう等の
水防活動の実施

▼被害状況の確認
▼救助・救出活動/被災者の身元確認
▼堤防の仮復
旧や排水作
業等の応急
復旧活動

▼災害廃棄物
　への対応

▼ボランティアとの連携・受入れ
▼各種被災者支援の広報
▼家屋被害調査開始
▼罹災証明書等の受付開始

▼特別警報から警報への切り替え
▼土砂災害警戒情報の解除

▼気象警報・注意報解除
▼堤防決壊等に伴う気象警報の発表基
準（発表の基準とする水位・雨量等）
の引き下げ

▼記録的短時間大雨情報
▼特別警報（大雨）
▼氾濫発生情報（洪水・高潮）

▼警報(暴風・高潮)

▼特別警報（暴風・高潮・波浪）
　　

▼警戒レベル３　高齢者等避難（高潮）

▼警戒レベル４　避難指示（高潮）　　

▼警戒レベル４　避難指示（洪水・土砂）

▼自衛隊をはじめとした応援要請

▼警戒レベル５　緊急安全確保

▼暴風域に入る

▼台風上陸

▼警報（大雨・洪水）
▼竜巻注意情報

▼顕著な大雨に関する気象情報
▼土砂災害警戒情報
▼洪水予報（氾濫注意～氾濫危険）

高潮による浸水継続

▼氾濫の危険が高ま
る

▼氾濫の発生

窓ガラス、屋根の破損

最大瞬間風速：
瞬間風速（3秒平均）の最大値

屋根瓦・葺材の飛散、木造
住宅は壁の損傷や、最悪
の場合倒壊
瞬間的な強風により、
建物が大きく損傷する
可能性

▼最大瞬間風速
    ３０～４０m/s

▼最大瞬間風速
    ４０～６0m/s

時間

3日前

1日前
平均風速
10m/s
時間雨量
１０mm程度

12時間前
平均風速
10～25m/s
時間雨量
30mm程度

6時間前
平均風速

２５～５０m/s
時間雨量
５0mm程度

12時間後

1日後

3日後

1週間後

平均風速
２５～５０m/s
時間雨量
５0mm程度

平均風速
５０m/s程度
時間雨量

１５0mm程度

発災

▼海抜ゼロメートル地帯や河川沿いで浸水が
継続

～
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時間雨量１０～20mm

時間雨量20～50mm

時間雨量50mm～

平均風速15～20m/s

平均風速20～25m/s

平均風速25m/s～

平均風速：10分間の平均値
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暴風域の様相暴風域の様相
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